
●開催時間／各回14:00～（30分程度）  ●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪4丁目）
申し込み・参加費は不要です！  まちなか総合ケアセンターへ是非お越しください！！
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 4 月 心臓超音波検査について
～心エコー～

 5 火 慢性腎臓病について
 6 水 肩こりについて知ろう
 7 木 高血糖が危ない！

～血糖値ってなぜあがるの？
　HbA1cって何？～

12 火 肥満を食事で改善！
～糖尿病予備軍にならないために～

13 水 日常のスキンケア
①手荒れについて

14 木 こどもの脱水
～家庭でのケアと救急受診の目安～

18 月 乳がん検診を受けましょう！
19 火 子育て・孫育て講座

今と昔　母乳とミルク、授乳の仕方
20 水 ちょっと気になるくすりの話

～くすりとサプリメント～
21 木 胆石症について
25 月 いびき　気になりませんか

睡眠時無呼吸症候群の
セルフチェックをしてみよう

26 火 目の老化と病気
27 水 がんについて知ろう
28 木 認知症の基礎知識

 4 月 あなたの心臓はお元気ですか？
～心臓の病気あれこれ～

 5 火 インフルエンザにかからない！
うつさないための感染対策

 6 水 10分間でできる腰痛体操
 7 木 糖尿病は万病のもと！

～糖尿病の合併症はなーに？～
11 月 エコノミークラス症候群って？
12 火 便秘症改善の食事について
13 水 日常のスキンケア

～ボディー～
14 木 こどもの障害（事故）予防
18 月 お口の健康
19 火 ジェネリックを知ろう！
20 水 レントゲン検査の種類
25 月 腹部超音波エコー（腹部エコー）のお話
26 火 健康寿命を延ばしましょう
27 水 身近な人がががんになったとき

～家族もつらい～
28 木 認知症の検査について

富 山 市 民 病 院 の 基 本 理 念
The Idea of the Toyama City Hospital

ふ れ あ い 健 康 講 座

使　命
MISSION 私たちは医療を通して皆様の健康を守り、豊かな地域づくりに貢献します。

富山市民病院の存在意義

●思いやり やさしさ、やすらぎ、おもてなし、親切
●つながり 連携、チームワーク、わかりやすさ

価値観
VALUE

●信頼 安全・安心、満足、透明性
●良質 技術、知識、向上心、科学的
●俊敏 迅速、効率的、的確

我々が何を大切にしていくかのキーワード

展　望
VISION

●地域から最も信頼される病院になる
●地域医療の質向上を牽引する病院になる
●地域医療情報ネットワーク構築の中心的役割を担う病院になる

将来どのような姿を目指すのか

日本医療機能評価機能富山市立富山市民病院

富山市立富山市民病院

富山市民病院マガジン「きよら」

●題名の「きよら」は病院の清潔なイメージや医療の透明性、
そして心の美しさを表し、柔らかでやさしい書体はやすらぎ
と信頼を表現しています。

T O Y A M A  C I T Y  H O S P I T A L M A G A Z I N E
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※講座内容は変更になる場合がございます。

2019年1月号
 7 月 心不全との上手な付き合い方
 8 火 骨粗鬆症について
 9 水 こどものお薬の飲ませ方・使い方
10 木 こどもの発熱

～家庭でのケアと救急受診の目安～
15 火 骨粗鬆症予防の食事について
16 水 血管検査のお話 ～足の血管～
17 木 一次救命処置を体験してみませんか

～AEDを使ってみよう！～
21 月 誤えん性肺炎ってなに
22 火 フットケア ～足からの健康～
23 水 むくみってなぁ～に
24 木 認知症って、なに？
28 月 脳卒中について
29 火 在宅介護と介護保険
30 水 ＭＲＩとＣＴどう違うの
31 木 がん相談支援センター

～がん何でも相談室ってどんなとこ～

DMATから考える
災害拠点病院のこれから
DMAT

最新CT装置の導入で
より正確、迅速、安全な検査へ
最新CT装置
特集特集

特集特集
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当院では「がん何でも相談室」で、
がんについての相談を受けています。
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Information Board
インフォメーション・ボード

相談員（看護師・社会福祉士）が、がんに関する疑問や悩みを一緒に考え、情報を探す手伝いや、

がんの治療や生活における不安･つらい気持ちを、いつでもゆっくりお聞きします。

就労に関する相談もお聞きして、ハローワーク富山との連携も行っています。

相談内容 ▶ がんに関する疑問・不安・情報提供など

場所 ▶ 富山市民病院１階 レントゲン受付前

時間 ▶ 9：00～17：00まで（土・日・祭日はお休み）

電話相談 ▶ ０７６-４２２-１１１２（代表）　内線2560

メール相談 ▶ shien@tch.toyama.toyama.jp
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派遣を経験するごとに、
災害という「まさか」に強くなる
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 救急科／樋口 正樹 主査看護師

［インタビュー］ 集中治療科部長・循環器内科医長／打越　学 医師 02
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訓練を通じて経験を共有し、
富山での「まさか」に備える
［インタビュー］ 臨床工学科／島崎 哲弥 主査技師
 救急科／久湊 めぐみ 主任看護師
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患者さんにやさしく
心臓血管外科分野に強い新型ＣＴ
［インタビュー］ 血管外科部長　武内 克憲 医師
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循環器内科・救急分野でも
理想的な医療を生み出す
［インタビュー］ 集中治療科部長・循環器内科医長／打越　学 医師

DMATから考える
災害拠点病院のこれから
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［インタビュー］ 中央放射線部主任部長／湖東 慶樹 医師
 放射線技術科／野　英之 主任技師 09

最新CT装置の導入で
より正確、迅速、安全な検査へ

Special Feature. 2



全
国
の
大
規
模
災
害
に
備
え
て

Ｑ
．
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

打
越　

災
害
が
起
き
た
時
、“
急
性
期
”
と
言
わ
れ
る
48
時

間
以
内
に
、
機
動
性
を
も
っ
て
迅
速
に
活
動
で
き
る
よ
う
訓

練
を
受
け
た
災
害
専
門
の
医
療
チ
ー
ム
で
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
英

語
表
記
「D

isaster M
edical A

ssistance Team

」

の
略
称
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
仕

組
み
で
す
が
、「
避
け
ら
れ
た
災
害
死
」
を
少
し
で
も
減
ら

す
べ
く
、
全
国
の
災
害
拠
点
病
院
が
連
携
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

規
模
・
種
類
の
災
害
か
ら
住
民
の
命
を
救
う
こ
と
が
目
的 

で
す
。

Ｑ
．
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
反
省
と
は
？

打
越　

阪
神
淡
路
大
震
災
以
前
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
よ
う
な
組

織
そ
の
も
の
が
な
く
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
や
、
近
隣
病
院

に
よ
る
救
護
班
が
主
体
で
稼
働
し
た
の
で
す
が
、
組
織
と
い

う
よ
り
は
個
別
の
判
断
で
、
目
の
前
の
ト
ラ
ブ
ル
に
随
時
対

応
し
て
い
ま
し
た
。
情
報
が
限
ら
れ
た
中
で
の
活
動
な
の
で

仕
方
な
か
っ
た
面
も
あ
り
ま
す
が
、
結
果
と
し
て
行
き
届
か

な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
で
き
て
か
ら
は
、

情
報
の
共
有
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
広
い
視
野
で
多
く
の

命
を
救
う
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
お
り
、
災
害
の
た
び
に
対

策
本
部
が
状
況
を
整
理
し
、
要
請
を
受
け
る
形
で
出
動
し
、
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DMATから考える
災害拠点病院のこれから

集
中
治
療
科
部
長
・
循
環
器
内
科
医
長
　
打う

ち

越こ

し

　
学ま

な
ぶ 

医
師

日本には、震災や台風などで大きな被害が発生した際、全国の病院スタッフ
が派遣により医療支援を行うチーム体制がある。「ＤＭＡＴ」と呼ぶその 
チーム体制の成り立ち、それぞれの役割について、隊員らに聞く。



ベ
ス
ト
な
人
員
で
の
医
療
活
動
を
図
っ
て
い
ま
す
。

災
害
専
用
の
医
療
チ
ー
ム

Ｑ
．
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
構
成
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

打
越　

基
本
同
じ
病
院
内
で
組
ん
だ
チ
ー
ム
で
動
く
の
で
す

が
、
医
師
、
看
護
師
の
ほ
か
、
調
整
員
と
な
る
そ
の
他
の
ス

タ
ッ
フ
の
計
４
～
５
人
で
組
ま
れ
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の

資
格
が
必
要
で
、
当
院
で
は
、
有
資
格
者
15
人
を
組
み
替
え

つ
つ
、
常
に
３
チ
ー
ム
か
ら
い
ず
れ
か
を
派
遣
で
き
る
状
態

に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

資
格
を
取
得
す
る
に
は
、
医
療
行
為
だ
け
で
な
く
、
災
害

そ
の
も
の
、
災
害
時
に
必
要
な
通
信
、
組
織
と
し
て
の
行
動

に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
で
す
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の
研
修
・

試
験
を
受
け
て
資
格
を
取
得
し
、
隊
員
に
な
っ
た
後
も
定
期

的
に
訓
練
や
研
修
を
行
い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
．
招
集
は
ど
ん
な
形
で
か
か
る
の
で
す
か
？

打
越　

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
は
厚
生
労
働
省
管
轄
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局
が
規
模
を
確
認
し
、
派
遣
を
要
請
す
る
都

道
府
県
を
決
め
ま
す
。
各
病
院
に
は
、
都
道
府
県
か
ら
指
示

が
出
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
所
属
長
の
許
可
を
得
て
、
院
内
か

ら
派
遣
す
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
を
確
定
し
ま
す
。
事
態
の
長
期

化
な
ど
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
交
代
で
繋
ぎ
な
が
ら
、
現
場

へ
の
必
要
な
人
数
を
確
保
し
続
け
ま
す
。
県
内

で
８
つ
の
災
害
拠
点
病
院
が
あ
り
、
県
全
体
で

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
が
常
に
待
機
し
て
い
る
状
態

で
す
。
全
国
で
は
１
０
０
０
チ
ー
ム
以
上
が
登

録
さ
れ
て
い
て
、
研
修
や
訓
練
を
協
力
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
有
事
に
限
ら
ず
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
事
務
局
を
中
心
に
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
共

有
し
続
け
る
こ
と
で
、
機
能
の
維
持
・
向
上
を

図
っ
て
い
る
の
で
す
。

災
害
時
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

Ｑ
．
打
越
先
生
が
担
う
、
統
括
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

打
越　

私
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の
訓
練
・
資
格
取
得
の
後
、
更

に
都
道
府
県
の
推
薦
を
得
て
「
統
括
」
の
訓
練
も
受
け
て
い

て
、
統
括
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
い
う
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
医
師

で
あ
る
こ
と
が
前
提
な
の
で
す
が
、
災
害
現
場
で
組
ま
れ
る

本
部
や
指
揮
所
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
を
と

り
ま
と
め
る
の
が
主
な
役
割
で
す
。
例
え
ば
、
富
山
県
が
被

災
し
た
際
は
、
県
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
の
中
で
は
本
部
長

や
副
本
部
長
を
、
各
災
害
拠
点
病
院
で
は
現
場
を
と
り
ま
と

め
る
活
動
拠
点
本
部
長
を
担
い
、
全
体
を
リ
ー
ド
し
ま
す
。

Ｑ
． 

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
統
括
し
て
、
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

打
越　

昔
か
ら
富
山
は
災
害
が
少
な
い
県
と
言
わ
れ
て
お
り
、

「
地
震
が
来
な
い
」、「
台
風
は
避
け
て
通
る
」
と
い
う
の
が

一
般
的
な
認
識
で
、
普
段
か
ら
災
害
に
対
す
る
意
識
が
薄
い

方
は
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
に
参
加
す
る
前
の
私
も
そ
う
で
し
た
。
た
だ
、
同
じ

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
熊
本
で
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ
て
い

る
現
実
が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
囲
に
平
時
の
準
備
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
も
統
括
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

訓
練
を
重
ね
た
分
だ
け
、「
ま
さ
か
」
に
対
応
が
で
き
る
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
が
中
心
と
な
っ
て
、
経
験
・
知
識
を
ま
ず
は
院
内
か

ら
浸
透
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
冊
子
を
目
に
し
た
皆
さ
ん
に

は
、
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
い
う
組
織
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
災
害
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

我が国の災害医療体制

現場医療活動

DMAT派遣

DMAT

広域搬送

被災地域 被災地域外

災害拠点病院

救出

災害現場

災害拠点病院
患者の入院・治療

救命医療のニーズ
後方搬送のニーズ

⬆発災 24時間 72時間

防ぎ得た死

トリアージ、
応急処置 •医療救護班派遣

•医薬品供給
•患者受け入れ

DMATの意義

従来の医療救護班の到着

3 特集／DMATから考える災害拠点病院のこれから



医
療
従
事
者
が
徹
す
る
サ
ポ
ー
ト

Ｑ
． 

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
と
し
て
の
役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
教
え
て
く

だ
さ
い
。

島
崎　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
の
業
務
調
整
員
と
し
て
出
動
す
る

ほ
か
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局
か
ら
指
名
を
受
け
て
、
統
括
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
“
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ム
”
の
一

員
と
し
て
災
害
現
場
に
向
か
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

樋
口　

私
は
救
急
科
の
看
護
師
な
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
で
は
、

医
師
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、
看
護
師
と
し
て
医
療
救
護
を
担

う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
配
置
に
応
じ
て
、
業
務
調
整
員
側
に
回

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
業
務
調
整
員
の
具
体
的
な
仕
事
は
？

島
崎　

医
師
や
看
護
師
の
よ
う
に
医
療
活
動
に
は
加
わ
ら
ず
、

そ
の
医
療
現
場
が
ス
ム
ー
ズ
に
回
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
、

い
わ
ゆ
る
裏
方
で
す
ね
。

樋
口　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
現
地
で
の
活
動
に
関
わ
る
通
信
や
移

動
手
段
、
医
薬
品
、
生
活
手
段
は
自
分
た
ち
で
確
保
し
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
活
動
に
必
要
な
連
絡
や
調
整
、

情
報
収
集
も
含
め
た
雑
務
ま
で
、
必
要
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

の
全
て
を
業
務
調
整
員
が
担
当
し
ま
す
。

現
場
全
体
を
見
極
め
、

確
実
な
医
療
を
提
供
す
る

Ｑ
． 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
専
門
チ
ー
ム
が
あ
る
の
で
す
か
？

島
崎　
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ム
」
は
、
被
災

し
た
都
道
府
県
で
組
ま
れ
た
医
療
本
部
の
中
で
統
括
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
病
院
支
援
や
情
報
収
集
の
専

門
部
隊
で
す
。
私
は
、
国
全
体
と
し
て
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

チ
ー
ム
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
院
内
の
チ
ー
ム
と
は

別
に
、
個
別
に
出
動
要
請
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

熊
本
の
震
災
で
は
、
都
道
府
県
か
ら
の
指
示
を
待
っ
て
い

た
チ
ー
ム
自
体
は
待
機
が
解
除
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
事
務
局
か
ら
直
接
指
名
さ
れ
、
一
人
で
向
か
い
ま
し
た
。

派
遣
の
予
定
は
５
日
間
で
し
た
が
、
現
場
に
到
着
し
た
な
り
、

「
何
日
伸
ば
せ
る
？
」
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

中
で
も
特
殊
な
立
場
か
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務

め
る
の
で
す
が
、
ほ
か
の
隊
員
よ
り
災
害
医
療
研
修
の
機
会
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臨床工学科

島
し ま

崎
ざ き

　哲
て つ

弥
や

主査技師

救急科

樋
ひ ぐ

口
ち

　正
ま さ

樹
き

主査看護師

次
は
、
実
際
に
東
日
本
と
熊
本
の
災
害
現
場
へ
派
遣
さ
れ
た
二
人
に
、

経
験
を
通
し
て
得
た“
命
を
守
る
信
念
”に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う
。

派
遣
を
経
験
す
る
ご
と
に
、

災
害
と
い
う「
ま
さ
か
」に
強
く
な
る



も
多
く
、
全
体
を
よ
り
広
く
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
役
目
と

な
り
、
本
部
の
調
整
を
仕
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
足
も
過
剰
も
作
ら
な
い

経
験
が
作
る
効
率

Ｑ
．
こ
こ
ま
で
業
務
調
整
を
手
厚
く
す
る
の
は
な
ぜ
？

島
崎　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
立
ち
上
が
っ
た
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
で
す
が
、
調
整
員
の
重
要
性
は
徐
々
に
増
し
て
い
ま

す
。
確
定
的
と
な
っ
た
の
は
東
日
本
大
震
災
で
の
事
で
す
。

樋
口　

経
験
の
な
い
規
模
の
震
災
だ
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
全

国
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
一
斉
に
招
集
が
か
か
り
ま
し
た
。
私
も
そ

の
日
の
う
ち
に
福
島
空
港
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

島
崎　
「
と
に
か
く
人
が
必
要
」
と
い
う
の
は
間
違
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
津
波
被
害
と
い
う
特
殊
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

実
際
は
行
け
な
い
場
所
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
結
果
、
全

国
か
ら
何
百
チ
ー
ム
も
到
着
し
な
が
ら
、
被
災
地
の
中
で
あ

ぶ
れ
て
し
ま
う
状
況
が
生
ま
れ
、
そ
の
ま
ま
派
遣
時
間
が
経

過
し
、
何
も
で
き
ず
に
引
き
返
す
無
駄
も
起
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。

樋
口　

実
際
に
派
遣
さ
れ
た
現
場
の
問
題
と
し
て
は
、
初
日

に
チ
ー
ム
が
一
気
に
集
ま
っ
た
の
で
、
交
代
で
き
る
チ
ー
ム

が
確
保
で
き
ず
、
微
妙
な
空
白
期
間
が
出
来
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
す
。
滞
在
物
資
調
達
は
自
己
完
結
型
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
す

の
で
、
当
時
は
当
初
予
定
の
４
日
間
の

縛
り
も
あ
り
、
滞
在
を
引
き
延
ば
そ
う

に
も
延
ば
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
福
島
空

港
に
滞
在
し
て
い
る
間
、
現
場
に
は
救

急
に
対
応
す
る
準
備
が
あ
り
ま
し
た
が
、

航
空
機
搬
送
が
行
き
届
か
ず
、
実
際
に

超
急
性
期
の
患
者
さ
ん
が
運
ば
れ
る

ケ
ー
ス
は
３
人
程
で
し
た
。
災
害
被
害

に
よ
り
医
療
を
必
要
と
す
る
人
は
多
く

い
る
は
ず
な
の
に
、
無
力
感
が
あ
り
、

役
割
と
い
う
も
の
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
…
と
い
う
意
味
で
も
、
忘
れ
ら
れ
な

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

島
崎　

災
害
は
、
全
て
が
は
じ
め
て
の
ケ
ー
ス
な
の
で
、
次

に
生
か
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
す
が
、
私
が
派
遣
さ
れ
た

熊
本
の
震
災
で
は
、
物
資
が
途
切
れ
ず
、
２
次
隊
と
の
引
継

ぎ
も
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
の
で
、
東
日
本
の
教
訓
も
あ
り
、
本

部
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ム
が
、
よ
り
い
い
形
で
機
能
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
熊
本
で
も
い
っ
た
ん
待
機
解
除

に
な
り
な
が
ら
、
本
震
で
再
招
集
が
か
か
る
な
ど
、
派
遣
前

の
段
階
で
各
病
院
に
混
乱
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
情
報

面
を
充
実
さ
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
、
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ム
の
課
題
で
す
。

Ｑ
．
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

島
崎　

頭
の
中
に
は
常
に
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。
自
問
を
繰

り
返
し
、
自
信
を
深
め
な
が
ら
、
訓
練
、
研
修
に
は
向
上
心

を
高
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
訓
練
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で

年
１
回
、
国
で
年
１
回
、
県
の
防
災
訓
練
も
あ
り
ま
す
し
、

研
修
は
５
年
に
２
回
の
資
格
維
持
研
修
の
他
に
、
年
２
回
の

富
山
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
独
自
の
研
修
も
あ
り
ま
す
。
病
院
内
で
も
、

院
内
訓
練
や
技
能
研
修
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
研
修
、
災
害
医

療
研
修
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
模
範
的
な
活
動
を
維
持
し
た

い
で
す
。

樋
口　

研
修
や
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
は
看
護
師
な

の
で
、
日
頃
か
ら
同
僚
看
護
師
に
災
害
危
機
意
識
を
浸
透
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
が
一
人
で
も
多
い
こ

と
が
盤
石
な
基
盤
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

5 特集／DMATから考える災害拠点病院のこれから

熊本地震　本部活動の様子

東日本大震災



富
山
で
の
大
規
模
訓
練
を
経
験

Ｑ
．
最
近
、
富
山
で
大
規
模
な
訓
練
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す

ね
。

島
崎　

10
月
13
日
に
、
年
１
回
行
わ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
訓
練
と
し
て
、
富
山
県
内
各
地
で
行
い
ま
し
た
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
各
９
県
か
ら
１
０
６
チ
ー
ム
、
約
５
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
各
県
の
持
ち
回
り
な
の
で
、
９
年

に
１
回
で
あ
り
、
富
山
県
は
初
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

久
湊　

そ
の
日
は
、
富
山
市
民
病
院
で
も
災
害
拠
点
病
院
と

し
て
訓
練
を
行
い
、
院
外
に
参
集
す
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
と
、

院
内
に
残
っ
て
活
動
す
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
確
認
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
県
本
部
の
体
制
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

島
崎　

ま
ず
富
山
県
の
災
害
対
策
本
部
と
な
る
富
山
県
庁
に
、

「
富
山
県
保
健
医
療
調
整
本
部
」
と
「
富
山
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整

本
部
」
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
保
健
医
療
調
整
本
部
は
保
健
医

療
活
動
に
特
化
し
た
調
整
を
行
う
も
の
で
、「
地
域
の
医
師

会
、
精
神
医
療
、
小
児
、
周
産
期
医
療
、
保
健
福
祉
な
ど
が

一
体
に
な
ら
な
い
と
災
害
医
療
が
完
結
し
な
い
」
と
の
理
由

か
ら
、
熊
本
地
震
で
の
初
期
対
応
の
反
省
を
踏
ま
え
、
厚
生

労
働
省
が
改
良
を
加
え
て
実
践
し
て
い
る
連
携
体
制
で
す
。

こ
の
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
で
、
派
遣
さ
れ
た
医
療
チ
ー
ム
と

保
健
師
チ
ー
ム
の
役
割
、
行
動
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
決
定
さ

れ
、
災
害
現
場
で
の
迅
速
な
初
動
、
適
切
な
活
動
に
繋
が
り

ま
す
。
業
務
と
し
て
は
、
活
動
チ
ー
ム
の
派
遣
調
整
や
活
動

に
関
す
る
情
報
の
整
理
、
分
析
な
ど
保
健
医
療
活
動
全
体
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

超
実
戦
型
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練

Ｑ
．
院
外
訓
練
は
ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
で
す
か
？

島
崎　
「
砺
波
平
野
の
断
層
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
の
大
地
震
」
を
想
定
し
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
で
す
。
ブ

ラ
イ
ン
ド
訓
練
と
は
大
ま
か
な
災
害
想
定
の
み
で
あ
と
の
具

体
的
な
対
策
は
現
場
で
判
断
す
る
訓
練
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

私
は
今
回
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
訓
練
に
臨
ん
だ
の
で
す
が
、
県
全
体
を
見
な
が

ら
、
と
い
う
役
割
は
初
め
て
で
し
た
し
、
正
直
言
い
ま
す
と
、

何
度
も
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
訓
練
そ
の
も
の
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Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
県
外
へ
の
派
遣
だ
け
で
は
な
く
、
被
災
地
と
な
っ
た
場
合
に
も
大
き
な
役
割
を
担
う
。

１０
月
に
行
わ
れ
た
被
災
地
を
想
定
し
た
大
規
模
訓
練
に
つ
い
て
聞
く
。

訓
練
を
通
じ
て
経
験
を
共
有
し
、

富
山
で
の「
ま
さ
か
」に
備
え
る

臨床工学科

島
し ま

崎
ざ き

　哲
て つ

弥
や

主査技師



が
、
実
際
に
起
こ
り
得
る
ト
ラ
ブ
ル
を
短
い
時
間
で
連
続
的

に
こ
な
す
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
想
定
外
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
な

ど
が
次
々
に
重
な
っ
て
起
き
ま
す
。
統
括
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
打
越

本
部
長
が
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
整
理
の
機
会
を
何
度
も
設
け

て
く
れ
た
こ
と
で
、
リ
セ
ッ
ト
し
な
が
ら
調
整
と
い
う
役
目

を
果
た
せ
ま
し
た
。
そ
れ
も
含
め
、
実
際
の
現
場
に
限
り
な

く
近
い
緊
張
感
で
し
た
ね
。

Ｑ
．
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
？

島
崎　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
県
外

に
派
遣
さ
れ
る
と
き
と
同
じ
く
、
本
部
の
中
で
行
う
記
録
や

連
絡
通
信
な
ど
サ
ポ
ー
ト
業
務
全
般
を
行
う
の
で
す
が
、
そ

れ
を
先
頭
に
立
っ
て
回
し
つ
つ
、
電
気
や
水
と
い
っ
た
限
ら

れ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
調
整
し
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途

切
れ
る
と
、
医
療
活
動
そ
の
も
の
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
か
ら
、

よ
り
視
野
を
広
く
持
っ
て
、
先
読
み
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
こ
の
日
も
訓
練
と
は
い
え
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
大
人

数
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の
動
き
を
止
め
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
緊

張
の
中
、
本
部
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
混
乱
へ
の
配
慮
も
し

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
の

重
い
役
割
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
連
携
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し
た
か
？

島
崎　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
訓
練
そ
の
も
の
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
し
、
他
県
か
ら
の
隊
員
も
、
何
度
も
訓
練
や
現
場
で

顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
の
あ
る
方
が
多
い
の
で
、
一
か
ら
説
明

す
る
よ
り
、
あ
う
ん
の
呼
吸
で
お
願
い
で
き
る
の
は
安
心
感

が
あ
り
ま
し
た
。

病
院
に
残
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
の
役
割

Ｑ
．
富
山
で
災
害
が
起
き
た
場
合
、
災
害
拠
点
病
院
で
は
ど

の
よ
う
な
動
き
を
？

久
湊　

訓
練
で
も
テ
ス
ト
し
た
の
で
す
が
、
災
害
拠
点
病
院

と
し
て
の
対
応
は
、
ま
ず
院
内
に
「
暫
定
災
害
対
策
本
部
」

を
作
っ
て
、
そ
の
指
示
に
従
う
下
位
組
織
「
新
設
診
療
部

門
」
を
組
み
立
て
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
新
設
診
療

部
門
と
は
、
通
常
の
外
来
と
異
な
る
被
災
地
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
専
門
の
外
来
で
す
。
病
院
に

残
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
は
、
院
内
全
体
の
動
き
を
見
な
が
ら
、

対
策
本
部
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
業
務
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
院
外
の
対
策
本
部
と
の

橋
渡
し
的
な
役
割
を
担
っ
た
り
も
し
ま
す
。

Ｑ
．
院
内
本
部
の
具
体
的
な
業
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

久
湊　

災
害
に
特
化
し
た
病
棟
に
入
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、

基
本
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
と
し
て
裏
方
的
に
動
く
の
で
、
院
内

本
部
で
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
仕
事
（
調
整
役
）
を
担
当
し
ま

す
。
例
え
ば
、
院
内
情
報
を
集
め
て
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
広
域
災

害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
）
に
ア
ッ
プ
し
て
、
被
災
者
の

受
け
入
れ
状
態
、
も
し
く
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
な
ど
の
最
新
の
情
報
を

逐
一
、
本
部
に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。
特
に
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
は
内

容
が
複
雑
な
の
で
、
年
に
１
回
以
上
の
訓
練
を
受
け
た
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
隊
員
で
な
い
と
扱
え
ま
せ
ん
。
情
報
を
集
め
る
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
や
役
割
分
担
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
か
と

い
う
の
も
、
院
内
訓
練
の
重
要
な
課
題
だ
と
言
え
ま
す
。

病
院
ス
タ
ッ
フ
への
浸
透
を
実
感

Ｑ
．
院
内
訓
練
の
手
ご
た
え
は
ど
う
で
し
た
か
？

島
崎　

今
年
の
院
内
外
同
時
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
訓
練
に
限
ら
ず
、

平
成
24
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
院
内
の
「
病
院
の
対
応
能
力
の

向
上
」
を
目
指
す
災
害
実
動
訓
練
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
訓
練
と
同

じ
よ
う
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
式
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

久
湊　

今
年
で
７
回
目
な
の
で
す
が
、
最
初
の
頃
は
大
変
で

し
た
。
企
画
者
以
外
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
も
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
設

定
を
知
ら
さ
れ
な
い
の
で
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
を
引
っ
張
っ
て
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い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
に
、
正
解
が
す
ぐ
出
て
こ
な
い
な

ど
お
手
本
に
な
れ
な
い
状
況
が
生
ま
れ
、
そ
の
都
度
真
剣
に

考
え
る
ク
セ
を
つ
け
、
失
敗
し
た
ら
す
ぐ
に
対
策
を
考
え
て
、

翌
年
の
訓
練
な
ど
に
生
か
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

島
崎　
「
同
じ
災
害
は
二
度
は
絶
対
起
き
な
い
」
と
い
う
事

実
は
、
派
遣
経
験
の
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
な
ら
身
を
も
っ
て

体
験
し
て
い
ま
す
。
訓
練
を
通
じ
て
“
出
来
な
い
こ
と
が
何

で
あ
る
の
か
を
知
る
”
の
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
の
本
来
の
目

的
で
す
の
で
、
こ
の
緊
張
感
を
院
内
全
ス
タ
ッ
フ
に
浸
透
さ

せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

久
湊　

ス
タ
ッ
フ
の
“
出
来
な
い
こ
と
が
何
で
あ
る
の
か
を

知
る
”
訓
練
の
積
み
重
ね

は
大
き
な
意
義
を
も
ち
、

数
年
前
ま
で
は
と
に
か
く

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
が
引
っ
張

る
構
図
で
し
た
が
、
今
で

は
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
が

自
主
的
に
考
え
、
迅
速
に

行
動
し
て
く
れ
ま
す
。

島
崎　

院
内
で
言
い
ま
す

と
、
正
直
、
他
院
と
比
べ

て
、
災
害
へ
の
取
り
組
み

は
遅
れ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
な
ど
、

難
易
度
の
高
い
訓
練
を
一

気
に
取
り
入
れ
、
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
き
た
部
分
は
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
想
像
以
上
に
柔
軟
に
、

前
向
き
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
今
や
、
他
病
院
に
比
べ
て

訓
練
の
レ
ベ
ル
は
高
い
ほ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、「
災

害
に
強
い
病
院
」
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
方
向
性
は
間

違
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
そ
ん
な
ス
タ
ッ
フ
が
共
有
す
る
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ

る
と
か
。

久
湊　
「
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
」
と
「
Ｔ
Ｔ
Ｔ
」
で
す
ね
。

島
崎　

調
整
班
が
「C

om
m

and &
 C

ontrol

（
指
揮
と
連

携
）」、「S

afety

（
安
全
）」、「C

om
m

unication

（
情
報

伝
達
）、A

ssessm
ent

（
評
価
）」
と
い
う
災
害
医
療
体

制
を
整
え
た
上
で
、
医
療
班
の
「Triage

（
治
療
の
優
先
順

位
付
け
）」、「Treatm

ent

（
治
療
）」、「Transport

（
搬

送
）」
が
成
り
立
つ
と
い
う
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
ひ
と
り
ひ
と

り
が
常
に
意
識
す
る
ワ
ー
ド
で
す
。

も
っ
と
災
害
に
強
い

富
山
を
目
指
し
て

Ｑ
．
他
機
関
と
の
連
携
も
含
め
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

島
崎　

去
年
か
ら
富
山
市
の
防
災
対
策
課
と
の
連
携
が
進
ん

で
い
て
、
今
回
の
訓
練
に
も
富
山
市
の
本
部
役
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
市
に
も
医
療
の
管
轄
を
作
っ
て
い
こ

う
と
い
う
前
向
き
な
提
案
も
い
た
だ
い
て
い
て
、
活
動
の
浸

透
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

久
湊　

富
山
県
自
体
が
大
き
な
被
災
は
経
験
し
て
い
な
い
の

で
、
ま
だ
ま
だ
個
人
レ
ベ
ル
の
危
機
感
が
足
り
な
い
と
は
感

じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
関
心
の
あ
る
人
が
増
え
て
い
る
の
は

実
感
し
て
い
る
の
で
、
輪
を
広
げ
な
が
ら
底
上
げ
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
の
た
め
の
訓
練
で
は
な
く
、

“
実
際
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
”
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
と

構
築
し
て
、
皆
さ
ん
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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特集

最新CT装置の導入で
より正確、迅速、安全な検査へ

10月1日より、富山市民病院は、最新のCT装置の運用を開始した。
テクノロジーの進化で、より繊細で高効率となった新装置について、詳しく聞く。

中
央
放
射
線
部
主
任
部
長
　
湖こ

東と

う

　
慶け

い

樹じ

ゅ 

医
師

放
射
線
技
術
科
　
野の

　
　
英ひ

で

之ゆ

き 

主
任
技
師



過
去
最
高
の
精
度
と
速
度

Ｑ
．
Ｃ
Ｔ
装
置
と
は
ど
の
よ
う
な
装
置
で
す
か
？

湖
東　

人
間
ド
ッ
グ
や
、
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
る
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ド
ー
ナ
ツ
状
の
ガ
ン
ト
リ
と
言
わ

れ
る
装
置
の
中
に
、
寝
台
に
横
た
わ
っ
た
状
態
の
患
者
さ
ん

を
通
過
さ
せ
る
こ
と
で
、
体
の
中
の
様
子
を
ス
キ
ャ
ン
で
き

る
医
療
機
器
で
す
。

野　

Ｘ
線
を
発
生
さ
せ
る
「
管
球
」
と
Ｘ
線
の
「
検
出
器
」

が
３
６
０
度
回
転
す
る
中
で
集
め
た
沢
山
の
Ｘ
線
デ
ー
タ
を
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
再
構
築
す
る
こ
と
で
、
体
内
の
精
密
な
輪

切
り
画
像
（
横
断
像
）
が
作
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
基
に

３
次
元
画
像
を
作
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

湖
東　

３
次
元
画
像
を
作
る
こ
と
で
、
人
の
体
を
ど
ん
な
角

度
か
ら
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
画
像
が
キ
レ
イ
で
あ
る
ほ

ど
、
見
落
と
し
の
な
い
診
断
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
従
来
型
と
新
型
の
違
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

野　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
装
置
よ
り
、
動
い
て
い
る
も
の
を

よ
り
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

湖
東　

Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
技
師
か
ら

「
撮
影
中
は
動
か
な
い
で
」
と
指
示
を
受
け
た
上
で
撮
影
し

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
患
者
さ
ん
の
中
に
は
じ
っ
と
し

て
い
ら
れ
な
い
方
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
臓
の
よ
う
な
臓

器
で
は
、
動
き
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
に
薬
を
利
用
す
る
等
の
対
処
を
行

う
の
で
す
が
、
新
型
Ｃ
Ｔ
な
ら
ば
薬
な
し
で
も
対
応
可
能
な

場
合
が
増
え
ま
す
。
特
に
心
臓
血
管
系
や
循
環
器
系
の
検
査

で
、
今
ま
で
以
上
の
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
程
、
各
分
野
の
専
門
医
師
に
詳

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

野　

ま
た
、
３
次
元
画
像
の
解
像
度
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

新
装
置
が
捉
え
た
横
断
面
の
画
像
は
、
０
・
６
ミ
リ
ス
ラ
イ

ス
ま
で
薄
く
で
き
る
ほ
ど
鮮
明
で
す
。

Ｑ
．
精
度
が
上
が
る
メ
リ
ッ
ト
と
は
？

湖
東　

25
年
ほ
ど
前
の
初
期
の
Ｃ
Ｔ
の
主
流
は
、
１
周
ご
と

に
１
ス
ラ
イ
ス
撮
影
し
て
回
数
を
重
ね
る
も
の
で
、
以
後
、

ら
せ
ん
状
に
回
転
し
て
全
体
を
連
続
撮
影
す
る
現
在
の
方
式

へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
撮
影
で
き
る
１
ス
ラ
イ
ス

の
厚
さ
が
今
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
厚
く
、
細
か
い
立

体
画
像
を
得
る
に
は
、
寝
台
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
再
度
撮

影
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
進
歩
に
よ
り

ス
ラ
イ
ス
の
幅
が
狭
く
な
る
こ
と
で
、
一
回
の
撮
影
で
済
む

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
２
次
元
画
像
が
鮮
明
に
な

る
ほ
ど
、
医
師
の
判
断
も
よ
り
迅
速
に
な
り
ま
し
た
。

野　

ま
た
撮
影
時
間
が
短
く
な
れ
ば
、
当
然
患
者
さ
ん
が
Ｘ

線
を
浴
び
る
時
間
も
減
ら
せ
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
の
精
度
が
上
が
る

こ
と
は
、
安
全
な
治
療
に
直
結
し
ま
す
。

Ｘ
線
量
の
軽
減
が
安
心
に
つ
な
が
る

Ｑ
．
患
者
さ
ん
の
反
応
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

湖
東　

２
０
１
１
年
に
福
島
の
原
子
力
発
電
所
事
故
が
起
き

て
、
人
間
が
年
間
で
浴
び
ら
れ
る
放
射
線
量
に
つ
い
て
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
以
降
、
放
射
線
の
数
値

に
対
す
る
世
の
中
の
反
応
が
敏
感
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、

「
Ｘ
線
被
ば
く
量
を
減
ら
せ
る
」
と
い
う
告
知
は
、
特
に
複

数
回
の
Ｃ
Ｔ
検
査
が
必
要
と
な
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

安
心
感
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

野　

Ｘ
線
の
被
ば
く
量
の
軽
減
に
つ
い
て
、
Ｘ
線
を
出
す

「
管
球
」
が
２
つ
に
増
え
た
こ
と
も
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
新
型
Ｃ
Ｔ
は
、
管
球
が

２
つ
で
、
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｘ
線
を
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
短
時
間
撮
影
を
可
能
に
し

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
強
弱
の
異

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｘ
線
を
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
造
影
剤
と
い
う
検
査
の
お
薬
を
強
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調
し
た
り
、
物
質
を
分
け
て
解
析
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

全
体
的
に
見
る
と
Ｘ
線
の
負
担
を
軽
く
で
き
ま
す
。

　

よ
り
鮮
明
に
画
像
が
撮
れ
れ
ば
、
小
さ
な
原
因
も
見
逃
さ

な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
従
来
通
り

１
管
球
で
撮
影
し
た
方
が
良
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
３
つ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
、
技
師
で
あ
る
私
の
腕
の

見
せ
所
に
も
な
っ
て
く
る
点
で
も
あ
り
、
責
任
は
さ
ら
に
重

大
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
難
し
か
っ
た

患
者
さ
ん
の
撮
影
が
可
能
に

Ｑ
．
検
査
が
気
軽
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

野　

お
子
さ
ん
や
息
を
長
く
止
め
ら
れ
な
い
高
齢
者
な
ど
、

単
純
に
じ
っ
と
で
き
な
い
患
者
さ
ん
の
「
我
慢
」
と
い
う
負

担
も
か
な
り
軽
く
で
き
ま
す
。
胸
か
ら
骨
盤
ま
で
の
撮
影
が
、

い
ま
ま
で
は
８
～
９
秒
か
か
っ
た
も
の
が
、
２
秒
程
度
と
格

段
に
短
く
な
っ
て
い
て
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
、
全
身

を
一
度
に
診
断
し
た
い
と
い
う
点
に
お
い

て
、
救
急
患
者
さ
ん
の
検
査
に
も
大
き
な

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

湖
東　

し
か
し
、
Ｘ
線
の
感
受
性
の
強
い

お
子
さ
ん
や
、
乳
腺
が
あ
る
た
め
に
女
性

に
対
し
て
の
Ｃ
Ｔ
検
査
は
も
と
も
と
気
軽

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
避
け
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
必
要
な
時
は
ど
う
し
て
も
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
か
ら
、「
被
ば
く
量
が
減
り
ま
し
た
」
と
伝
え
ら
れ

る
こ
と
で
、
医
療
従
事
者
と
し
て
は
患
者
さ
ん
に
Ｃ
Ｔ
の
提

案
が
し
や
す
く
な
り
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
安
心
し
て
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
お
互
い
に
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

野　

今
回
導
入
さ
れ
た
新
型
Ｃ
Ｔ
は
１
台
で
す
。
も
う
１
台

は
、
従
来
の
検
査
な
ら
遜
色
な
く
対
応
で
き
る
現
役
機
種
で

す
の
で
、
ど
の
患
部
を
撮
影
す
る
か
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て

い
ま
す
。
今
ま
で
難
し
か
っ
た
撮
影
に
対
し
て
の
新
型
導
入

な
の
で
、
医
師
や
患
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
、
堅
実
な
プ
ラ
ン
を
立
て
る
よ
う
心
が
け
て
い 

ま
す
。

湖
東　

一
度
の
撮
影
で
複
数
の
知
り
た
い
情
報
が
画
像
化
で

き
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
今
ま
で
複
数
回
に
分
け
て

予
約
し
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
Ｃ
Ｔ
検
査
が
、
あ
ら
ゆ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
柔
軟
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

一
番
の
朗
報
で
す
ね
。

究
極
の
３
次
元
画
像
で

未
来
の
医
療
を
見
据
え
る

Ｑ
．
Ｃ
Ｔ
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

湖
東　

Ｃ
Ｔ
で
検
査
で
き
な
い
こ
と
は
ほ
ぼ
無
く
な
っ
た
と

考
え
ま
す
。
振
り
返
る
と
、
こ
こ
数
年
は
「
動
く
も
の
を
い

か
に
キ
レ
イ
に
撮
れ
る
か
」
が
課
題
で
、
精
度
と
速
度
が
問

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
10
年
は
「
２
管
球
で
し
か

撮
れ
な
い
画
像
再
構
築
シ
ス
テ
ム
」
が
ト
ッ
プ
ト
レ
ン
ド
に

な
っ
て
く
る
と
見
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
提
供
で
き
る
医
療

そ
の
も
の
が
幅
広
く
な
り
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
考
え
方

が
進
化
す
る
近
い
将
来
を
見
据
え
て
、
今
回
の
導
入
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。
１
管
球
で
撮
れ
る
の
は
、
白
黒
写
真
の
平
面

的
な
濃
淡
ま
で
で
、
難
し
い
判
断
は
医
師
の
経
験
で
カ
バ
ー

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
違
う
２

つ
の
Ｘ
線
で
吸
収
率
を
区
別
で
き
る
新
型
な
ら
、
病
変
を

「
も
の
単
位
」
と
し
て
確
実
に
目
視
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
精
度
を
上
げ
る
に
は
２
管
球
が
必
須
で
、
こ
れ
か

ら
の
Ｃ
Ｔ
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

野　

そ
ん
な
機
材
を
扱
う
身
と
し
て
、
余
り
あ
る
機
能
の
ど

れ
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
、
ベ
ス
ト
な
検
査
を
提
供
で
き
る
か
、

医
師
や
患
者
さ
ん
の
情
報
を
今
ま
で
よ
り
も
た
く
さ
ん
得
て

お
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
結
局
大
切
な
の
は
、
患
者

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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習
慣
が
左
右
す
る
血
管
の
疾
患

Ｑ
．
先
生
の
専
門
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

武
内　

専
門
は
血
管
外
科
で
あ
り
、
首
か
ら
下
、
全
身
の
血

管
の
動
脈
、
静
脈
、
リ
ン
パ
管
に
関
す
る
疾
患
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
一
部
は
循
環
器
内
科
の
先
生
が
診
て
く
れ
ま
す

が
、
基
本
的
に
診
断
か
ら
治
療
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
疾
患
に
つ
い
て
は
、
血
管
外
科
以
外
の
多
く
の
場
合
、

内
科
で
診
断
さ
れ
て
か
ら
外
科
に
来
る
も
の
な
の
で
す
が
、

内
科
を
介
さ
な
い
血
管
外
科
は
「
内
科
の
な
い
外
科
」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
ね
。

Ｑ
．
治
療
す
る
主
な
疾
患
は
？

武
内　

動
脈
瘤
、
静
脈
瘤
、
大
動
脈
解
離
、
深
部
静
脈
血
栓

症
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
が
主
で
し
ょ
う
か
。
動
脈
の
病
気

の
背
景
に
は
動
脈
硬
化
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
年
齢
を

重
ね
れ
ば
誰
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
、
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
高
血
圧
や
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿

病
や
、
喫
煙
に
よ
る
弊
害
な
ど
…
生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活

の
改
善
や
、
運
動
の
習
慣
づ
け
で
あ
る
程
度
改
善
で
き
ま
す

の
で
、
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
老
化
以
外
は
自
分
で
予
防

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

検
査
時
間
は
短
く
、
負
担
は
軽
く

Ｑ
．
新
型
Ｃ
Ｔ
に
期
待
す
る
点
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

武
内　

今
ま
で
複
数
回
に
分
け
て
行
っ
て
い
た
検
査
を
一
度

に
行
え
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
手
術
前

の
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
う
際
、
血
管
を
見
る
の
と
同
時
に
、
心
臓

の
検
査
も
合
わ
せ
て
で
き
る
の
は
患
者
さ
ん
の
負
担
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
、
画
像
の

精
度
も
圧
倒
的
に
い
い
も
の
に
な
っ
た
か
ら
で
き
る
こ
と
な

の
で
、
こ
の
Ｃ
Ｔ
の
導
入
で
、
検
査
だ
け
で
な
く
、
全
て
の

プ
ロ
セ
ス
が
早
く
回
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
そ
ん
な
に
大
き
く
違
い
ま
す
か
？

武
内　

違
い
ま
す
ね
。
実
感
と
し
て
は
、
画
像
が
本
当
に
詳

細
な
部
分
ま
で
わ
か
り
ま
す
。
今
ま
で
、
心
臓
の
血
管
を
診

断
す
る
に
は
い
っ
た
ん
薬
を
使
っ
て
脈
拍
を
落
と
し
て
タ
イ

ミ
ン
グ
を
と
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
型
Ｃ
Ｔ
は
、
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動
く
も
の
を
よ
り
し
っ
か
り
撮
れ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
ア

ク
シ
ョ
ン
も
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
き
る
の
が
魅
力
的
で
す
。

あ
と
、
今
ま
で
は
画
像
を
く
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
投
与
し

て
い
た
造
影
剤
の
量
が
少
な
く
で
き
ま
す
。
造
影
剤
は
腎
臓

に
負
担
が
か
か
り
ま
す
し
、
今
ま
で
は
、
腎
機
能
が
落
ち
て

い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
の
使
用
を
た
め
ら
う
部
分
が
あ
り

ま
し
た
。
負
担
を
減
ら
せ
る
こ
と
は
、
よ
り
良
い
診
療
に
直

結
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
が
血
流
も
捉
え
る

Ｑ
．
肺
塞
栓
症
患
者
に
有
効
な
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
教
え

て
く
だ
さ
い
。

武
内　

今
回
の
Ｃ
Ｔ
は
、
Ｘ
線
を
出
す
管
球
を
２
つ
に
増
や

し
た
こ
と
が
大
き
な
進
化
で
す
。
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
２

つ
の
力
の
Ｘ
線
を
照
射
で
き
る
の
で
、
平
面
で
は
な
く
、
立

体
的
に
物
質
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
技

術
を
デ
ュ
ア
ル
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
肺
の
血
流
の
分
布
も
診
断
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
足
や
下
腹
部
の
静
脈
に
血
栓
（
血
の
塊
）

が
で
き
る
「
深
部
静
脈
血
栓
症
」
や
、
そ
の
血
栓
が
肺
に
飛

ん
で
肺
動
脈
が
詰
ま
る
「
肺
血
栓
塞
栓
症
」
を
よ
り
早
く
発

見
で
き
ま
す
。

　

今
ま
で
の
１
管
球
だ
と
、
画
像
に
落
と
し
て
か
ら
し
か
血

流
の
分
布
が
診
断
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
検
査
を
複
数
回
に

分
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
分
時
間
が
か
か
る
の
で
、
患
者
さ

ん
も
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
、

一
度
の
ス
キ
ャ
ン
で
行
え
る
こ
と
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
へ
の
大
き
な
足
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

予
兆
が
あ
れ
ば
ま
ず
検
査
を

Ｑ
．「
深
部
静
脈
血
栓
症
」
に
は
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。

武
内　

下
肢
の
血
管
に
血
栓
が
で
き
た
状
態
が
「
深
部
静
脈

血
栓
症
」
で
、
そ
れ
が
肺
に
飛
ん
だ
と
き
、
肺
血
栓
塞
栓
症

を
起
こ
し
ま
す
。
一
連
の
病
態
を
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群
」
と
も
呼
び
ま
す
。
交
通
の
移
動
な
ど
、
長
時
間
同
じ

座
っ
た
姿
勢
に
な
っ
た
後
に
、
足
が
腫
れ
た
り
す
る
症
状
を

指
す
の
で
、
い
つ
で
も
誰
で
も
起
こ
り
え
ま
す
。
自
覚
症
状

が
出
る
前
に
、
心
臓
に
血
液
を
送
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
持
つ

ふ
く
ら
は
ぎ
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
、
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

を
履
い
た
り
し
て
静
脈
の
循
環
を
良
く
し
て
あ
げ
る
と
予
防

に
な
り
ま
す
。
血
栓
の
で
き
や
す
い
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
習
慣
づ
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
症
状
が
出

て
い
る
の
に
放
置
す
る
と
、
呼
吸
困
難
や
胸
痛
に
繋
が
り
、

そ
こ
か
ら
心
不
全
症
状
や
意
識
が
な
く
な
る
と
命
に
関
わ
り

ま
す
。

　

な
お
、「
深
部
静
脈
血
栓
症
」
に
つ
い
て
は
、
超
音
波
で

も
診
断
で
き
ま
す
。
微
量
の
放
射
性
元
素
を
含
む
薬
剤
を
内

服
し
、
静
脈
注
射
を
し
て
か
ら
専
用
機
械
で
診
る
「
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
」
検
査
で
も
評
価
で
き
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
新
型
Ｃ

Ｔ
が
圧
倒
的
に
早
い
で
す
ね
。

Ｑ
．
患
者
さ
ん
に
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
か
？

武
内　
「
何
度
も
外
来
に
足
を
運
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
検
査

が
一
度
で
済
み
、
よ
り
詳
細
に
分
か
り
ま
す
よ
」
と
シ
ン
プ

ル
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
検
査
を

た
め
ら
っ
て
い
た
よ
う
な
症
例
で
も
対
応
で
き
る
の
で
、
Ｃ

Ｔ
の
存
在
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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Ｑ
．
先
生
の
専
門
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

打
越　

専
門
は
循
環
器
内
科
で
、
そ
の
他
に
集
中
治
療
や
救

急
医
療
、
災
害
医
療
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
循
環
器
内

科
で
は
、
虚
血
性
心
疾
患
、
不
整
脈
、
心
不
全
と
い
っ
た
心

臓
の
疾
患
を
診
て
い
ま
す
。
こ
こ
最
近
は
高
齢
化
に
伴
っ
て
、

患
者
さ
ん
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

動
く
心
臓
を
捉
え
き
る

Ｑ
．
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
の
患
者
さ
ん
に
迅
速
な
心
臓
検
査

が
可
能
と
聞
き
ま
し
た
。
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

打
越　

新
型
Ｃ
Ｔ
で
あ
れ
ば
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど

「
虚
血
性
心
疾
患
」
に
対
し
て
の
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
が

迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
も
、
冠
動
脈
の
病
変
が
あ
る
程
度
は
分
か
る
と
い

う
こ
と
で
、
外
来
で
の
Ｃ
Ｔ
検
査
は
行
っ
て
い
ま
し
た
。
た

だ
、
従
来
型
は
心
拍
数
が
早
い
と
き
れ
い
な
画
像
が
撮
れ
な

い
こ
と
も
多
く
、
撮
影
そ
の
も
の
が
難
し
い
の
で
、
時
間
が

か
か
る
と
い
う
弱
点
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
今
回
の
新
型
Ｃ
Ｔ
な
ら
、
心
拍
数
が
早
く
て
も
か

な
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
言
う
と
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
脈
拍
を
抑
え
る

薬
や
交
感
神
経
を
抑
え
る
「
ベ
ー
タ
遮
断
薬
」
を
点
滴
で
注

射
し
て
、
心
拍
数
を
抑
え
る
と
こ
ろ
か
ら
検
査
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
場
合
、
時

間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
の
で
、
１
日

で
対
応
で
き
る
患

者
さ
ん
の
数
に
も

限
り
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
新
型
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Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
統
括
と
し
て
先
に
お
話
を
聞
い
た
打
越
医
師
の
専
門
は
循
環
器
内
科
で
あ
る
。

再
登
場
い
た
だ
き
、
救
急
医
療
と
の
関
係
性
も
含
め
て
新
型
Ｃ
Ｔ
の
有
用
性
を
教
え
て
も
ら
う
。

循
環
器
内
科・救
急
分
野
で
も

理
想
的
な
医
療
を
生
み
出
す

集
中
治
療
科
部
長
・
循
環
器
内
科
医
長

打う
ち

越こ
し

　
学ま

な
ぶ 

医
師

シーメンス社提供



Ｃ
Ｔ
は
、
薬
の
投
与
無
し
で
き
れ
い
な
画
像
を
撮
影
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
に
対
応

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
は
曜
日
を
決
め
て
週
２
回
と
し
て

き
た
検
査
が
、
今
後
は
毎
日
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
然
、
必
要
と
な
れ
ば
、
そ
の
日
の

う
ち
に
撮
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
ま
す
し
、
今
ま
で
予
約

枠
の
関
係
上
順
番
を
お
待
た
せ
し
て
い
た
開
業
医
さ
ん
か
ら

の
ご
紹
介
に
も
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
、
対
応
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
う
面
だ
け
で
は
な
く
、
お

待
た
せ
し
て
い
る
間
に
患
者
さ
ん
の
状
態
が
悪
く
な
る
リ
ス

ク
を
防
止
で
き
る
、
と
い
う
点
で
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。

救
急
の
現
場
で
も
役
立
つ

Ｑ
．
救
急
医
療
の
現
場
で
の
威
力
発
揮
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

打
越　

か
ね
て
よ
り
、「
肺
塞
栓
」
や
「
大
動
脈
解
離
」、「
心

筋
梗
塞
」
は
命
に
係
わ
る
胸
痛
を
き
た
す
三
大
疾
患
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
緊
急
性
が
高
く
、
こ
れ
を
一
回
の

造
影
Ｃ
Ｔ
撮
影
で
鑑
別
す
る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、「
胸
が

苦
し
い
」
と
訴
え
た
人
に
は
、
救
急
外
来
で
即
座
に
全
身
を

撮
影
し
、
疾
患
の
種
別
を
振
り
分
け
る
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
複
数
回
に
分
け
て
検

査
し
て
い
た
の
で
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
Ｃ

Ｔ
な
ら
、
一
回
で
撮
像
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
重
症
の
外
傷
患
者
は
多
発
外
傷
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
ま
ず
は
全
身
を
Ｃ
Ｔ
で
撮
影
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
状
態
が
悪
く
、
呼
吸
も
血
圧
も
不
安
定
な
場
合
、

ゆ
っ
く
り
別
々
に
撮
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、
迅
速

に
診
断
さ
え
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
早

期
に
治
療
が
開
始
で
き
ま
す
。
新
型
は
撮
影
ス
ピ
ー
ド
が
速

い
の
で
、
Ｘ
線
の
照
射
量
も
少
な
く
、
外
傷
患
者
に
対
し
て

も
、
全
身
を
迅
速
に
ス
キ
ャ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

総
合
的
な
医
療
の
効
率
化
へ

Ｑ
．
他
の
専
門
医
と
の
連
携
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

打
越　

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
で
、
狭
心
症
を
起
こ
す
可
能
性

の
高
い
人
は
、
外
来
で
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
病
変
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
糖
尿
病
を
診
て
い
る
先
生
と
連

携
で
き
ま
す
。
狭
心
症
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
私
た

ち
の
循
環
器
内
科
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
血
管
外
科
と
も
同
様
で
す
。
心
臓
の
疾
患
は
、
原

因
に
動
脈
硬
化
が
あ
る
の
で
、
も
と
も
と
役
割
が
重
な
っ
て

い
ま
す
。
新
型
Ｃ
Ｔ
を
通
し
て
連
携
で
き
れ
ば
、
ス
キ
ャ
ン

し
て
「
動
脈
瘤
も
あ
る
け
ど
狭
心
症
も
あ
る
」
場
合
な
ど
、

役
割
の
分
担
、
シ
ェ
ア
が
即
座
に
は
っ
き
り
し
ま
す
。
外
科

と
の
連
携
、
内
科
同
士
の
連
携
、
開
業
医
と
の
連
携
が
深
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
提
供
で
き
る
医
療
は
幅
広
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
心
臓
の
疾
患
に
不
安
が
あ
る
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

打
越　
「
虚
血
性
心
疾
患
」
に
関
し
て
は
、
糖
尿
病
や
高
血

圧
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
（
危
険
因
子
）
を
な
く
す
こ
と
が

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
喫
煙
、
食
事
、
運
動
な
ど
、

生
活
レ
ベ
ル
で
改
善
で
き
る
療
法
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
針
を
決
め
る
た
め
の
検
査
が
、
ス
ピ
ー
ド
も
安
全
性

も
増
し
て
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
入
院
し
な
く
て
も
受
け
ら

れ
る
検
査
な
の
で
、
早
い
時
期
に
病
気
を
見
つ
け
て
治
療
に

繋
げ
ら
れ
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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災害訓練時の様子



　高齢者の骨折の機能回復には、早期手術とともに、手術前後の十分なケアが不可欠です。当院では各科医

師、看護師、理学療法士、薬剤師、管理栄養士、ソーシャルワーカーなどが連携して、多職種によるチーム医

療を行い、合併症の減少・歩行能力の回復・二次骨折予防など

に大きく貢献しています。

　このたび、活動が高く評価され、チームの中心となる整形外

科主幹（高齢者骨折センター長）重本医師が、第 44 回日本骨

折治療学会の学会賞を受賞しました。

　これからもチーム医療を推進し、より質の高い医療サービス

を皆さまに提供できるよう励んでまいります。

　市民の皆様に当院の取り組みについて知っていただくために、年に１度「富山市民病院ふれあいセミナー」

を開催しています。平成 30 年度も、11 月 17 日（土）にイベントを開催し、多くの方にご参加いただきま

した。

　本年は、「人生 100 年時代のすこやか健康生活」と題して、健康寿命を延ばすために元気にお出かけして

いただけるよう“シニア世代のお悩み解決”を取り上げ、お悩みとして多い、骨粗鬆症・尿漏れ・むくみにつ

いて講演しました。また、ＡＥＤ実演や血圧測定・骨粗鬆症測定・ロコモチェックを行い、市民の皆様とふれ

あいの場を設けることができました。

　次回以降も、有意義なセミナーとなるよう企画してまいりたいと思います。
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News Report 

「ふれあいセミナー」を開催しました

「大腿骨近位部骨折」チーム医療が
高い評価を得ています
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当院では「がん何でも相談室」で、
がんについての相談を受けています。
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Information Board
インフォメーション・ボード

相談員（看護師・社会福祉士）が、がんに関する疑問や悩みを一緒に考え、情報を探す手伝いや、

がんの治療や生活における不安･つらい気持ちを、いつでもゆっくりお聞きします。

就労に関する相談もお聞きして、ハローワーク富山との連携も行っています。

相談内容 ▶ がんに関する疑問・不安・情報提供など

場所 ▶ 富山市民病院１階 レントゲン受付前

時間 ▶ 9：00～17：00まで（土・日・祭日はお休み）

電話相談 ▶ ０７６-４２２-１１１２（代表）　内線2560

メール相談 ▶ shien@tch.toyama.toyama.jp



●開催時間／各回14:00～（30分程度）  ●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪4丁目）
申し込み・参加費は不要です！  まちなか総合ケアセンターへ是非お越しください！！
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 4 月 心臓超音波検査について
～心エコー～

 5 火 慢性腎臓病について
 6 水 肩こりについて知ろう
 7 木 高血糖が危ない！

～血糖値ってなぜあがるの？
　HbA1cって何？～

12 火 肥満を食事で改善！
～糖尿病予備軍にならないために～

13 水 日常のスキンケア
①手荒れについて

14 木 こどもの脱水
～家庭でのケアと救急受診の目安～

18 月 乳がん検診を受けましょう！
19 火 子育て・孫育て講座

今と昔　母乳とミルク、授乳の仕方
20 水 ちょっと気になるくすりの話

～くすりとサプリメント～
21 木 胆石症について
25 月 いびき　気になりませんか

睡眠時無呼吸症候群の
セルフチェックをしてみよう

26 火 目の老化と病気
27 水 がんについて知ろう
28 木 認知症の基礎知識

 4 月 あなたの心臓はお元気ですか？
～心臓の病気あれこれ～

 5 火 インフルエンザにかからない！
うつさないための感染対策

 6 水 10分間でできる腰痛体操
 7 木 糖尿病は万病のもと！

～糖尿病の合併症はなーに？～
11 月 エコノミークラス症候群って？
12 火 便秘症改善の食事について
13 水 日常のスキンケア

～ボディー～
14 木 こどもの障害（事故）予防
18 月 お口の健康
19 火 ジェネリックを知ろう！
20 水 レントゲン検査の種類
25 月 腹部超音波エコー（腹部エコー）のお話
26 火 健康寿命を延ばしましょう
27 水 身近な人がががんになったとき

～家族もつらい～
28 木 認知症の検査について

富 山 市 民 病 院 の 基 本 理 念
The Idea of the Toyama City Hospital

ふ れ あ い 健 康 講 座

使　命
MISSION 私たちは医療を通して皆様の健康を守り、豊かな地域づくりに貢献します。

富山市民病院の存在意義

●思いやり やさしさ、やすらぎ、おもてなし、親切
●つながり 連携、チームワーク、わかりやすさ

価値観
VALUE

●信頼 安全・安心、満足、透明性
●良質 技術、知識、向上心、科学的
●俊敏 迅速、効率的、的確

我々が何を大切にしていくかのキーワード

展　望
VISION

●地域から最も信頼される病院になる
●地域医療の質向上を牽引する病院になる
●地域医療情報ネットワーク構築の中心的役割を担う病院になる

将来どのような姿を目指すのか

日本医療機能評価機構富山市立富山市民病院

富山市立富山市民病院

富山市民病院マガジン「きよら」

●題名の「きよら」は病院の清潔なイメージや医療の透明性、
そして心の美しさを表し、柔らかでやさしい書体はやすらぎ
と信頼を表現しています。

T O Y A M A  C I T Y  H O S P I T A L M A G A Z I N E

No.92

※講座内容は変更になる場合がございます。

2019年1月号
 7 月 心不全との上手な付き合い方
 8 火 骨粗鬆症について
 9 水 こどものお薬の飲ませ方・使い方
10 木 こどもの発熱

～家庭でのケアと救急受診の目安～
15 火 骨粗鬆症予防の食事について
16 水 血管検査のお話 ～足の血管～
17 木 一次救命処置を体験してみませんか

～AEDを使ってみよう！～
21 月 誤えん性肺炎ってなに
22 火 フットケア ～足からの健康～
23 水 むくみってなぁ～に
24 木 認知症って、なに？
28 月 脳卒中について
29 火 在宅介護と介護保険
30 水 ＭＲＩとＣＴどう違うの
31 木 がん相談支援センター

～がん何でも相談室ってどんなとこ～

DMATから考える
災害拠点病院のこれから
DMAT

最新CT装置の導入で
より正確、迅速、安全な検査へ
最新CT装置
特集特集

特集特集




